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2024年8月17‣18日（土日）
＠東北福祉大学仙台駅東口キャンパス

17日　12時～16時／18日　10時～16時

SAVE THE DATE

震災からの再生を支える
子育て支援

多職種連携による包括的支援システムの構築
震災から13年・・・長い年月です。

13年前、まさに保育所等の子育て支援現場で被災なさった方もいらっしゃれば、
あの時ほんの子どもで、いろんなものを見て、

今、子育て支援現場にいらっしゃる方々もおいででしょう。

この13年、東北の子育て支援の現場を支えようと
走り続けてきた方々がいらっしゃいます。

医師、福祉士、保健師、看護師、教師、心理士・・・さまざまな専門家はもちろん
行政の皆さんも、この地の子育て支援を再興しようとしていらっしゃいます。

けれども、まだまだ東北の地の子育て現場は多くの課題を抱えています。
私たちの子育ての現実は、もっとよくなるのでしょうか。

さまざまな専門家と、行政、そして子育て家庭は、手と手をとって
子育て課題を乗り越えていけるようになるのでしょうか。

私がこの会に最も望むのは、全てのこの地の子育て支援者の皆さんと、
養育者、そして子どもたちが、

理解し合い、一人でないと実感することです。
知的に、情緒的に揺さぶられる場を創り上げます。

そして、壁を乗り越え、私たちの支援現場の発展に、必ずつなげます。

皆さんの参加をお待ちしております。

プログラム責任者　京都文教大学教授　大橋良枝



通訳がつきます

企 画 ・ 運 営 ス タ ッ フ

特別ゲスト プログラム概要

ピーター・ヒューグル博士
（Dr. Fuggle, Peter）

　臨床心理学者、Anna Freud
元臨床ディレクター。
　AMBITの創始者のひとりで
あり、AMBITコンサルタント
として世界中で広くトレーニン
グ・コンサルテーション・スー
パービジョンを行っている。
　元々、イギリスの国民保健サ
ービスに30年以上勤務し、孤
立に陥ってしまい助けを求めよ
うとしない若者や家族への支援
に長年関心を持っており、この
関心からAMBITは生まれた。

1日目
【被災地子育て現場の課題と支援の変遷プロセス】 

13年のアウトリーチ支援の実態（平野幹雄 東北学院大・柴田理瑛 東北福祉大）　
今尚残る、被災の心理学的影響（清水冬樹　東北福祉大）

コメント（森田明美　東洋大学名誉教授）

【公開対話：地域子育て支援：宮城の歴史と課題】　
松野あやえ 　元宮城県保健師

足立智昭　東日本大震災子ども・若者支援センター 
鈴木伸子　メンタルクリニック　医師

大橋良枝　京都文教大
コメント：ピーター・ヒューグル

２日目
【愛着の発達を抱える社会作りに向けて】 
保育園で起きていること（脇谷順子　杏林大）　

子どもを抱える学校・学校を抱える地域（西村馨　国際基督教大）
積み重ならない支援　多職種連携・引継の難しさ（大橋良枝）

【講演：分裂する組織をつなぐ～AMBITとは何か】
講師：ピーター・ヒューグル 

【フォーラム：こども家庭センターを中心とした
統合的支援システムは構築可能か？】

こども家庭センターを中心としたシステム作りの現状と課題（森田）
 子育て支援システムを被災地に立ち上げるということ

（遠藤訓子　矢巾町役場こども家庭課・ 浅沼圭美　 新生園施設長・ 
齋藤勇介　子育て応援団ゆうわ）　

子育てシステムを構築運営する行政の視点（志賀慎治　宮城県保健福祉部長）　
コメント：ピーター・ヒューグル・八木淳子（岩手医科大）

大橋良枝（京都文教大学）
足立智昭（東日本大震災子ども・若者支援センター 代表理事）
柴田理瑛（東北福祉大学）

共催：東北福祉大学・日本AMBIT研究会
後援：日本メンタライゼーション研究会

　　　お申込み：右のQRコードあるいは下記メールアドレスからお願いします。
　　    お問い合わせ：y-ohashi@po.kbu.ac.jp （大橋良枝宛て）

参加申込、お問い合わせ

AMBITご紹介ビデオ
（字幕あり）

本プログラムは、科研費
（22K02384）の助成を受け

て実施されます。

現地開催・ウェビナーの　
並行開催を予定しています。
後日、オンデマンド配信も

予定してます。


